




　近年、日本全体が少子高齢化・人口減少という危機的
な状況を迎えており、本市におきましても例外ではあり
ません。このように人口減少が続く中、将来にわたって
持続可能な社会を築くためには、すべての個人、一人ひ
とりが個性と能力を十分に発揮できる豊かな社会を実現
していくことが、ますます重要となっています。また、
性的少数者など多様な価値観を持つ人々への理解促進を
はじめ、人権が尊重され、多様な生き方が実現できる社
会づくりが急がれます。

　国では、平成11年に施行した「男女共同参画社会基本法」の基本理念に則った「第４次男
女共同参画基本計画」のもと、男女共同参画社会の実現に向けた取り組みが行われています。
香川県でも、平成14年に「香川県男女共同参画推進条例」を施行し、現在「第３次かがわ男女
共同参画プラン」を推進しています。
　三豊市では、平成20年３月に『三豊市男女共同参画プラン』を策定し、「一人ひとりが自分
らしく輝くために」を基本理念に、男女共同参画社会の実現に向け、様々な施策・事業の取
り組みを進めてきました。また、平成28年4月には、念願でありました「三豊市男女共同参
画推進条例」を施行し、その取り組みを加速させているところです。
　このたび、『第２次三豊市男女共同参画プラン』の計画期間が最終年度を迎えることから、
社会情勢の変化を踏まえつつ、これまでのプランの取り組みを継承し、かつ新たな課題にも
対応するため、2018年度（平成30年度）から2022年度の５年間を計画期間とする『第３次
三豊市男女共同参画プラン』を策定しました。
　今後も、一人ひとりが自分らしく輝く社会の形成をめざして、市民や事業者、関係機関・
団体等の方々と連携を図りながら、施策を推進してまいりますので、より一層のご理解とご
協力をお願い申し上げます。
　最後に、本プランの策定にあたり、ご提言いただきました三豊市男女共同参画社会づくり
推進協議会の委員の皆様をはじめ、ご尽力いただきました関係者の皆様に心から感謝を申し
上げます。

　　平成30年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三豊市長　山下　昭史
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